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加工組立型産業の立地が進む苫小牧東部地域
上野：苫小牧東部地域をご案内いただき、さまざ
まな業種の企業が立地しており、他方で自然保護
も両立されているとの印象を持ちました。御社は、
苫小牧東部地域（以下「苫東地域」）において、
①土地の取得、造成、分譲、賃貸および管理、 ②
埠頭等開発を促進するために必要な施設の建設な
らびに管理運営、 ③公共緑地・公共施設等の維持
管理業務の受託を推進する機関として、現在、「苫
小牧東部開発新計画の進め方について【第３期】」
に基づき事業を推進されているものと存じますが、
事業概要についてお聞かせください。
辻：苫東地域の開発は、1971（昭和46）年に当時

の北海道開発庁が北海道総合開発計画において大
規模石油化学コンビナートをつくり北海道の成長
を図ろうということでスタートしました。しかし、
その後のオイルショックや産業構造に合わせ、開
発計画は何回か見直しを図り、現在に至ってい
ます。
　苫東地域ではインフラ整備を先行し工場を誘致
するという手順をとっており、最初に港（苫小牧
港東港区）、次に北海道電力が苫東厚真石炭火力
発電所、そして石油備蓄基地をつくってきました。
　1984年にいすゞ自動車（株）の北海道工場が
150ha規模で立地しました。その後、苫小牧市内
にトヨタ自動車北海道（株）が1991年、2006年に

　日本最大の産業地域である苫小牧東部地域「苫東地域」は、総面積10,700ha、山手線内側の面積の
約1.7倍の広さを誇ります。自動車関連産業やエネルギー関連産業に加え、2023年には大規模なデ
ータセンターの立地が決まりました。隣接する千歳市では先端的な半導体産業の立地が進んでおり、
DX・GX時代の新たな産業集積地域として注目を集めています。
（株）苫東のトップとして用地整備や企業誘致をリードしている辻社長に現状や今後の戦略について
お話を伺いました。
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はアイシン北海道（株）が操業を開始しています。
自動車部品関連としては（株）ダイナックスが
1991年に操業開始しています。完成車メーカーが
立地するとサプライヤーが集積するという状況に
なっています。このように、石油化学から、加工
組立型への転換は、立地が進んだ大きな契機にな
っています。
　北海道が強い分野である食関係の企業誘致も進
めています。日本のウイスキーは世界的に高い評
価をされていますが、イチローズモルトとして著
名な（株）ベンチャーウイスキーの蒸溜所や、北
海道そば製粉（株）も立地しています。
　また、「遊」空間としては、臨海部にサーフィ
ンができる海岸や、自然環境を活かして森林浴や
マラソンができるフィールドがあります。競走馬
の生産では日本有数のノーザンファームの近くに
はトレッキングコースがあるなど充実しています。
　しかし、開発した地域は工業専用地域なので、
住機能を整備することができません。また、近年

図表１　苫東地域をとりまく交通ネットワーク

はワーケーションをしたいとかゲストハウスを設
置したいとの話もありますが、宿泊と飲食店舗等
については制限があり、こうした分野をどう整備
していくのかは課題としてとらえています。

企業ニーズに対応した用地供給により集積
を目指す（株）苫東の成長戦略
上野：今日、大規模な太陽光発電施設を拝見しま
したが、GX・DX の進展を背景に、苫東地域で
はデータセンター、アンモニア・サプライチェーン、
太陽光発電所、CCSプロジェクト等が進んでいま
す。また、本年４月24日には国のGX戦略地域制
度において、データセンター集積型として北海道、
脱炭素電源活用型として苫小牧市が有望地域とし
て選定されました。こうした環境変化は、苫東地
域の競争力向上につながるものと考えます。御社
の成長戦略についてお聞かせください。
辻：苫東地域の開発は、時代の流れに合わせて方
向性を変えてきており、今はまさにGXを旗印に

出典：（株）苫東 提供資料
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してこの地域の強みを生かそうと思っています。
苫東地域には十分な開発用地がありますので、土
地が足りないということにはなりません。
　これまで苫東地域に立地した企業は、用地を拡
張していただける傾向があります。一度、道外か
ら立地した企業は苫東地域に根を下ろして成長に
伴って、用地を増やしていただいており、感謝し
ています。
上野：全国的には産業用地不足が言われており、
自治体の産業用地開発を進めようとしております
が、企業から見ると自分のニーズに合った土地が
なかなか見つからないという状況のようです。苫
東地域は企業のニーズに合致した用地を整備でき
るということでしょうか。
辻：企業のニーズは千差万別です。私どもとして
は、できるだけニーズにはお応えできるようにし
ています。造成予定地を確保しておき、大きな規
模であれば30～40ha、５～10ha、そして１ha前
後というような企業のニーズに応えられるよう準
備しているところです。
　ただ、造成コストやインフラ整備コストは業種
によって大きく違ってきますので、今後、立地を
予定している企業やデベロッパーなどと連携した
開発も検討していきたいと思っています。
　今日見ていただいたように、森林があったり湿
地帯があったりしますが、そういうところに立地
したい企業もいらっしゃると思います。私どもの

（株）苫東は、閣議了解で無借金経営しなければ
ならないので、内部留保をうまく活用しながら先
行投資をしつつ、一緒に開発していただけるデベ
ロッパーを探すなどのことも考えていきたいと思
っています。
　最近、データセンターの立地が進んだように、
苫東地域の企業誘致がある程度動き出したことに
よって、港の整備をはじめ関係機関による新たな
道路の整備や拡幅、通信線の増強、変電所の新設
など、インフラの整備も進んできています。だか
らこそ、私たちも地域の成長に協力する立場とし
て、例えばRapidusの半導体工場の後方支援とし
て、工業用水を供給するためのポンプ場や送水管
を苫東地域内に整備に協力したり、危険物や廃液
の処理施設の立地も引き受けるといった形でバッ
クアップをしていこうと考えています。
上野：多くの自治体は産業用地を整備する場合、
資金面やノウハウの面で課題があるのでデベロッ
パーと一緒に進めるという事例が増えてきてい
ます。
辻：私どもにも、デベロッパーから色々ご提案い
ただいています。産業活動をしたい企業があれば、

図表３　北海道苫小牧AIデータセンター完成予想図

図表２　苫東地域 開発の歩み

苫東地域のメガソーラーと高圧送電線

出典：（株）苫東 提供資料

出典：https://www.softbank.jp/sbnews/entry/20250421_01
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先行して造成することもできると思います。例え
ば、埋蔵文化財やボーリング調査を先行実施して
いる地区もありますので、そういった情報提供も
含めて、協力関係を持ちながら企業誘致まで進め
られる可能性はあると考えています。
　造成を計画して分譲するまで最低５年ぐらいか
かります。それでは企業のスピード感には遅れて
しまいます。企業ニーズに対応するため、ある程
度準備をした土地を提供し、誘致と開発を一緒に
進めると、非常にスピード感があると思います。
苫東地域だから可能なのかもしれませんが、今、
新しい開発ルールを検討しているところです。
　物流面においては苫東地域の役割も一層重要に
なると思います。㈱苫東の経営諮問委員会の寺島
実郎委員長は、「米中関係のなかで大きな物流需
要が発生するので、太平洋から津軽海峡を通って
いくため、苫東地域の物流拠点としての位置づけ
はある。」とおっしゃっています。

図表４ （株）苫東の分譲状況

　ただ、そのような中で必要とされるのが都市機
能や都市アメニティ機能です。10,700haの殆どが
工業専用地域や開発ができない地域になってしま
うと、誰も住めない場所になってしまいます。立
地企業の従業員やその家族のためにも、苫東地域
内に整備できなければ、隣接する地区にでもアメ
ニティ空間、住居空間、宿泊施設、ワーケーショ
ン施設などが整備できないかと検討しています。

立地企業の横連携に大きな役割を果たす苫
東立地企業懇話会
上野：苫東地域には多くの企業が立地しています。
立地企業が事業を拡大するための環境整備も御社
の役割だと思います。また、株主となっている自
治体からも、様々な期待が寄せられていると思い
ます。どのような声があり、それに対して、どの
ように応えているのでしょうか。
辻：苫東立地企業懇話会には立地企業120社のうち、
80社が参加しています。立地企業にとって、横の
つながりができると、仕事の関係でもつながって
いくことがよくあるようです。懇話会で知り合っ
た企業に発注してみようとか、増築する際に共同
で発注して、隣同士で同じ会社が工事をした例も
あります。特に、道外から苫東地域に立地するの
は初めてという企業は、従業員の生活環境や事業
環境といった細かいことについての情報交換がさ
れています。

出典：（株）苫東 提供資料
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　私たちも、できる限り立地企業の経営者や従業
員の親睦も図れるよう、イベントをしています。
ボウリング大会は大変人気があり、現在は休止中
ですが７月に実施している「つた森山林」でのハ
スカップ狩りも従業員の方々のご家族を含め人気
がありました。また、立地企業の見学会や総会で
の企業紹介など、横のつながりを作る活動をして
います。先ほど見ていただきましたけれど、エゾ
シカがたくさんいるので交通事故に遭わないよう
な勉強会やGX・半導体の勉強会をしたり、冬の
除雪やインフラ整備等について要望もお聞きして
います。
上野：工業団地では、立地企業相互の関係は自然
にはできないと思いますが、苫東では積極的に仕
掛けているのですね。
辻：立地企業懇話会のアイディアは、15年以上前
になりますが、日本立地センターが企画した中国
の工業団地視察会で学んだことなのです。視察時
に蘇州工業園区の方から、「秋には立地企業の方々
と月餅をみんなで食べて、横のつながりを作る機
会を作っている。」という説明を受けました。海
外から蘇州に立地した企業が寂しくないように配
慮しているそうです。
　私たちも、ハスカップジャムなどのノベルティ
を配ったり、フォトコンテストの入選作品をカレ

ンダーにして立地企業やその本社に配り、本社の
方々にも苫東地域の良さを引き続き知っていただ
こうとしています。
上野：立地企業間の連携は、他にもあるのでしょ
うか。
辻：GX時代にふさわしい企業間連携として、再
エネのシェアの可能性を検討しております。再エ
ネシェアとは、苫東地域の強みである太陽光発電
で得た電力を立地企業で分け合おうとするもので、
自動車関連企業とか、欧州に輸出を意識している
企業とか、あるいは太陽光パネルが設置できる屋
根が大きい企業にも加わってもらう必要がありま
す。苫東地域に立地するまで全く関係なかった企
業がここでつながり、再エネをシェアするプロジ
ェクトは、おそらくこの数年の間にどんどん進む
と思っています。苫小牧市を含む北海道は脱炭素
電源活用型の有望地域に選定されましたので、積
極的に進めていきたいと思っています。
　特に、欧州との取引がある企業は、再エネ電源
を利用することが必須というぐらい意識が高いの
で、そういう企業に触発されて、脱炭素型の企業
群が広がっていけばよいと思っています。当社も
近日中に、本社敷地内に太陽光パネルを設置する
計画を進めています。

戦略産業クラスター計画に果たす苫東の役割
上野：苫東地域は、国が進める戦略産業クラスタ
ーにおいて、隣接する千歳市などとも、産業の受
け皿としての役割が期待されていると思いますが、
いかがでしょうか。
辻：先日公表された北海道における戦略産業クラ
スター計画の素案では、半導体・AI産業クラス
ター、宇宙産業クラスター、GX・洋上風力産業
クラスター及び食・観光産業クラスター群が位置
付けられています。それぞれの分野に私たちも参
画していきます。次世代半導体では千歳市の企業
立地に関しての後方支援ということで、応援して
いこうと思っています。
　航空宇宙分野では苫小牧市内に立地しているト
ヨタ自動車北海道（株）が北海道大樹町のインタ
ーステラテクノロジズ（株）関係の機材開発をし
ていることもあり、苫小牧側が製造拠点や物流の

図表５　32社472人が参加した立地企業懇話会
　　　　のハスカップ狩り
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受け皿となることで、打ち上げ基地である大樹町
の支援ができるのではと考えています。ロケット
など航空宇宙分野はスタートアップ企業が多く、
試験フィールドが必要ですので、苫東地域で試験
もできる環境を整備したいと思います。
　GX・洋上風力産業クラスターについては、太
陽光活用をはじめ、水素・アンモニア活用、CCS、
メタネーションを苫東地域では進めており、デー
タセンターの集積も進むものと思っています。
　食・観光産業クラスターについては、苫東地域
にも食品関連分野の企業が多く立地していますが、
再生可能エネルギーを使った植物工場などはフー
ドテック分野で関係してくると思っています。

国や日本立地センターには情報提供を期待
上野：最後になりますが、国や日本立地センター
に期待することを伺えればと思います。
辻：自分たちではなかなか捉えることができない
時代の流れや企業立地に関しての新たな手法や事
例を教えてもらいたいと思っています。立地セン
ターは情報力があるので、先ほど触れた海外の産
業団地を視察する研修会などもしてもらいたいと
思っています。情報収集のため、東京の展示会や
セミナーなどに参加していますが、現地を訪問し
目で見る機会は意外とないのです。今はサイエン

スパークが主流となっている時代です。私は蘇州
工業園区に行って大変勉強になりました。今後は
このような経験を今の担当者に経験してもらいた
いと思っています。
　また、産業用地整備についてデベロッパーとの
マッチングのような機会があるとよいと思います。
当社ではスタートアップ企業向けの産業団地を考
えているところですが、そういった企業に適した
産業団地の条件だとか、そうした企業の紹介も含
めてアドバイスをいただきたいと思います。
上野：空港、港湾、高速道路、電力、工業用水が
すべてそろった条件を活用できる苫東地域で、戦
略産業クラスターの形成に向けた産業集積が動き
出していることを実感しました。立地センターと
しても、引き続きお手伝いをしていきたいと思い
ます。本日は大変ありがとうございました。

（文責：編集部）

図表６　北海道の戦略産業クラスター計画素案
出典：経済産業省北海道経産局


